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(57)【要約】
　非倒立光学顕微鏡、好ましくは明視野顕微鏡による組
織学的または細胞学的使用のための顕微鏡スライドであ
って、実質的に平坦で細長の本体を含み、上記本体が、
第１の表面および上記第１の表面から離間されている第
２の表面を含み、上記本体が、上記本体を貫通する開口
部を含み、上記第２の表面が、実質的に平坦であり、光
学的に透明なカバーガラスが、上記開口部を覆うように
上記第２の表面に装着されている顕微鏡スライド。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非倒立光学顕微鏡、好ましくは明視野顕微鏡による組織学的または細胞学的使用のため
の顕微鏡スライドであって、
　実質的に平坦で細長の本体を含み、
　前記本体が、第１の表面および前記第１の表面から離間されている第２の表面を含み、
　前記本体が、前記本体を貫通する開口部を画定し、
　前記第２の表面が実質的に平坦であり、光学的に透明なカバーガラスが、前記開口部を
覆うように前記第２の表面に装着されている、
　顕微鏡スライド。
【請求項２】
　前記カバーガラスが、前記開口部に隣接する表面を含み、
　標本が、前記カバーガラスの前記表面と接して前記開口部内に提供されている、
　請求項１に記載の顕微鏡スライド。
【請求項３】
　前記標本が、組織学的検査用の組織の試料であり、好ましくは組織切片、細胞学的スメ
ア、またはサイトスピン試料である、
　請求項２に記載の顕微鏡スライド。
【請求項４】
　組織学的または細胞学的使用のための顕微鏡スライドであって、
　実質的に平坦な細長の本体を含み、
　前記平坦な本体が、第２の表面から離間されており、希薄化されているかまたは単一の
ウェルを画定する第１の試料受容表面、および実質的に平坦で光学的に透明な観察表面を
含む第２の表面を含み、
　前記希薄化表面または単一のウェルが、光学的に透明な平坦底部を有し、
　前記光学的に透明な平坦底部が、前記平坦底部と接している組織学的または細胞学的検
査用の組織の試料を有し、前記試料を前記第２の観察表面および前記平坦底部を通して観
察することが可能であり、
　好ましくは、前記組織の試料が、組織切片、細胞学的スメア、またはサイトスピン試料
である、
　顕微鏡スライド。
【請求項５】
　第２の表面から離間されており、希薄化されているかまたは平坦で光学的に透明な底部
を有する単一のウェルを画定する第１の表面、および組織学的または細胞学的試料がそれ
と接して封入されている第２の表面を有し、
　前記組織試料または細胞学的試料が、前記組織学的または細胞学的試料とカバーガラス
との間のカバーガラス封入剤層により、前記第２の表面と接触して維持されている、
　顕微鏡スライド。
【請求項６】
　前記標本を染色するための染色剤を含む、
　請求項２～５のいずれか１項に記載の顕微鏡スライド。
【請求項７】
　前記カバーガラスの前記表面に隣接または接触している前記標本または組織試料を封止
するための封止剤を前記開口部内に含む、
　請求項２～６のいずれか１項に記載の顕微鏡スライド。
【請求項８】
　前記封止剤が、エポキシ樹脂等の熱硬化性プラスチックまたは溶媒系熱可塑性物質であ
る、
　請求項７に記載の顕微鏡スライド。
【請求項９】
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　前記希薄化表面または前記カバーガラスまたは底部が、０．０５～０．２５ｍｍの厚さ
である、
　請求項１～８のいずれか１項に記載の顕微鏡スライド。
【請求項１０】
　前記希薄化表面またはカバーガラスまたは前記第２の表面に標記を含む、
　請求項１～９のいずれか１項に記載の顕微鏡スライド。
【請求項１１】
　前記第１の表面または前記希薄化表面または前記カバーガラスに標記を含む、
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の顕微鏡スライド。
【請求項１２】
　非倒立光学顕微鏡、好ましくは明視野顕微鏡であって、
　試料台および前記試料台上方の対物レンズを含み、
　前記試料台が、前記対物レンズに対向する表面および前記試料台に対向する表面を有す
る、光学的に透明な希薄化表面またはカバーガラスまたは底部を有する顕微鏡スライドを
支持し、
　前記試料台に対向する表面が、組織学的検査用の組織の試料と接触している、
　顕微鏡。
【請求項１３】
　前記試料が、組織切片、細胞学的スメア、またはサイトスピン試料である、
　請求項１２に記載の顕微鏡スライド。
【請求項１４】
　前記希薄化表面またはカバーガラスまたは底部が、０．０５～０．２５ｍｍの厚さであ
る、
　請求項１２または１３に記載の顕微鏡スライド。
【請求項１５】
　前記カバーガラスまたは底部または希薄化／薄厚化区域が、請求項１～１１のいずれか
１項で規定されている顕微鏡スライドの一体部分である、
　請求項１２～１４のいずれか１項に記載の顕微鏡スライド。
【請求項１６】
　組織学的または細胞学的検査用の組織試料を調製するための方法であって、
　光学的に透明な希薄化表面またはカバーガラスまたは底部を準備すること、
　前記組織試料を、前記希薄化表面またはカバーガラスまたは底部の表面と接触させて配
置すること、
　前記希薄化表面またはカバーガラスまたは底部を裏返すこと、および、
　前記裏返した希薄化表面またはカバーガラスまたは底部を、試料台および対物レンズを
含む非倒立光学顕微鏡、好ましくは明視野顕微鏡に配置すること、
　を含み、
　前記試料が、前記試料台に対向しており、
　ａ）前記カバーガラスが、第１の表面および前記第１の表面から離間されている第２の
表面を含む本体の第２の表面に装着され、前記本体が、前記本体を貫通する開口部を画定
し、前記本体の前記第２の表面が実質的に平坦であり、前記試料が前記開口部内にあるよ
うに前記カバーガラスが前記本体の前記第２の表面に装着されるか、または、
　ｂ）前記希薄化表面または底部が、組織学的または細胞学的使用のための、本体を含む
顕微鏡スライドの前記試料受容表面の一部を形成し、前記本体が、希薄化されているかま
たは単一ウェルを画定する第１の試料受容表面を含み、前記希薄化表面またはウェルが、
光学的に平坦で透明な底部および第２の光学的に透明な観察表面を含む、
　方法。
【請求項１７】
　前記試料が、組織切片、細胞学的スメア、またはサイトスピン試料である、
　請求項１６に記載の方法。
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【請求項１８】
　前記希薄化表面またはカバーガラスまたは底部が、０．２５ｍｍ未満の厚さである、
　請求項１６または１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記カバーガラスまたはスライドが、前記カバーガラスまたは第２の表面に標記を含む
、
　請求項１６または１７に記載の方法。
【請求項２０】
　前記スライドが、前記第１の表面に標記を含む、
　請求項１６～１９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２１】
　前記組織の試料を染色することを含む、
　請求項１６～２０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２２】
　封止剤を施して、前記開口部またはウェルの前記組織試料を実質的に封止および保護す
ることを含む、
　請求項１６～２１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２３】
　顕微鏡スライドキットであって、
　第１の表面および前記第１の表面から離間されている第２の表面を含む本体を含み、
　前記本体が、前記本体を貫通する開口部を画定し、
　前記第２の表面が、実質的に平坦であり光学的に透明な希薄化表面またはカバーガラス
またはウェル底部である、
　キット。
【請求項２４】
　試料封止剤、染色剤、およびカバーガラス接着剤の１つまたは複数を更に含む、
　請求項２３に記載のキット。
【請求項２５】
　（ｉ）前記カバーガラスまたは第１の表面および（ｉｉ）前記第２の表面が標記を含む
ことができる、
　請求項２３または２４に記載のキット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、顕微鏡スライドに関する。特に、本発明は、例えば非倒立明視野光学顕微鏡
による組織学的または細胞学的使用のための顕微鏡スライドであって、光学的に透明なカ
バーガラスまたは底部に接する組織学的または細胞学的試料を含み、光学顕微鏡を使用し
て、光学的に透明なカバーガラスまたは底部越しに試料を研究することができる顕微鏡ス
ライドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　組織試料等の標本を保持するための顕微鏡スライドは、２００年を超える期間にわたっ
て使用されてきた。
【０００３】
　典型的には、顕微鏡スライドは、薄く平坦なガラス片であり、典型的には７５×２５ｍ
ｍで、厚さがおよそ１ｍｍであり、物体を保持して光学顕微鏡で観察するために使用され
る。
【０００４】
　図１には、顕微鏡スライドの典型的な従来技術による使用が示されている。組織切片（
tissue section）または細胞学的標本（cytological specimen）（１４）を、顕微鏡スラ
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イド（１２）に配置する。その後、カバーガラス封入剤（coverslip mountant）（１６）
を、典型的には組織切片（１４）の上に配置してから、薄いガラスまたはプラスチック製
のカバーガラス（coverslip）（１８）を、カバーガラス封入剤（１６）の上に配置する
。次に、顕微鏡に搭載されている対物レンズ（２０）を通して、組織切片または細胞学的
標本を上方から観察する。したがって、顕微鏡の使用者は、組織切片または細胞学的標本
（１４）を観察するために、カバーガラス（１８）および更にカバーガラス封入剤（１６
）の両方を通して観なければならない。製造業者は、カバーガラス封入剤が、ガラスまた
はプラスチックカバーガラスと同様の光学的特性（特に、同様の屈折率および透光性）を
有することを保証しようとして、著しい労力を費やしている。本目的は、組織切片または
細胞学的標本の画像の不鮮明さを低減することである。更に、顕微鏡スライド封入剤は、
封入剤内に含まれる溶媒を蒸発させ、光学的に透明な封入ポリマー材料にするために、数
時間乾燥させることが必要であることが多い。そのため、組織切片の至適に明瞭な画像を
得ることができるようになるのが遅れてしまう。これは、凍結組織切片の新たに調製した
顕微鏡スライドを顕微鏡で観察する場合、例えば、組織の試料が手術中に対象から採取さ
れたものであり、組織病理学者が、外科手術中に組織試料を観察して、例えば、組織が悪
性でないこと、または正しい組織が患者から切除されたことを手術中に確かめることが重
要である場合、特に重要である。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明者は、カバーガラス封入剤を通して組織試料を観察する必要性がなくなれば、得
られる画像の分解能が向上するだろうと思い至った。また、それにより、カバーガラス封
入剤溶媒が蒸発し、封入剤ポリマーが硬化するまで長期間待機する必要性がなくなるだろ
う。
【０００６】
　したがって、本発明の１つの実施形態は、試料台（stage）および試料台上方の対物レ
ンズを含み、顕微鏡スライドが、対物レンズに対向する表面および試料台に対向する表面
を有する光学的に透明なカバーガラスまたは底部を含み、試料台に対向する表面が、組織
学的検査のための組織標本または細胞学的標本の試料と接触している、非倒立光学顕微鏡
を提供する。すなわち、組織学的／細胞学的検査用の試料は、封入材料およびカバーガラ
スまたは底部を通してではなく、カバーガラスまたは底部を通して直接観察される。
【０００７】
　典型的には、組織試料は、ミクロトーム（microtome）で切断した組織切片（つまり「
スライス」）、例えば、新鮮組織切片、または実際には、例えばパラフィンワックスで封
入した組織スライス、または子宮頸部検査（cervical examination）のスメア等の細胞学
的スメア、またはサイトスピン細胞学的試料（cytospin samples）である。サイトスピン
試料は、典型的には、例えば、痰からまたは細針吸引により得られ、希薄化（attenuated
）／薄厚化（thinned）カバーガラスまたは底部に対して遠心機により遠心された細胞で
ある。組織切片は、典型的には、厚さが２～７μｍである。組織試料または細胞学的試料
は、ｉｎ　ｖｉｔｒｏ組織培養細胞であってもよく、またはそうでなくともよい。組織切
片または細胞学的試料は、典型的には、生物学的組織、例えば動物組織または植物組織で
あり、医学的または獣医学的生検または切除組織試料であってもよい。
【０００８】
　本発明の任意の態様では、典型的には、カバーガラス封入流体を使用しないが、カバー
ガラス封入に使用されるものと同じ溶媒および化学ポリマーを、封止剤として使用しても
よい。
【０００９】
　カバーガラスまたは底部は、典型的には、厚さが０．０５～０．２５ｍｍであり、より
典型的には厚さが０．１～０．２ｍｍである。
【００１０】
　明視野顕微鏡等の非倒立光学顕微鏡は、当技術分野で一般的に知られている。
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【００１１】
　非倒立光学顕微鏡は、典型的には、焦点面に配置されている試料の拡大画像を生成する
１つまたは複数のレンズを含む。試料は、典型的には試料台に配置される。使用者は、試
料の画像に焦点を合わせるために、試料台または実際にはレンズを含む本体を移動させる
ことができる。試料は、典型的には、例えば、試料台に配置されている試料の上方または
下方にある電気的光源を使用することにより、試料台から、したがって試料から顕微鏡の
対物レンズに向かって集束された光により下方から照明される。
【００１２】
　これまで、試料に焦点を合わせることに伴う問題の幾つかを克服するための試みがなさ
れている。
【００１３】
　英国特許第１，２３５，５８７号明細書には、顕微鏡スライドおよび暗視野顕微鏡の構
成が記載されている。このスライドは、下側表面および下側表面と離間されている上側表
面を有する実質的に平坦な細長本体を有する。標本を検査するための支持体を提供する透
明カバープレートの下側表面には、凹部が設けられている。このシステムでは、カバーガ
ラスの下側に試料が取り付けられ、顕微鏡の試料台下レンズと試料との間には浸漬流体が
使用されている。浸漬流体は、屈折率がレンズと実質的に同じであり、試料台構築体の通
路により適所に保持される。これは、顕微鏡に使用される様々な試料間に交差汚染のリス
クがあることを意味し、また、試料台下レンズ構築体と試料との間にバブルが存在し、試
料の光照明が不規則になるリスクがあることを意味する。
【００１４】
　本発明者は、封入剤を通して観察するのではなく、カバーガラスまたは底部を通して直
接的に試料を観察することにより、試料の研究能力が向上することに思い至った。
【００１５】
　本発明の第１の態様は、非倒立光学顕微鏡（non-inverted optical microscope）によ
る組織学的または細胞学的使用のための顕微鏡スライドであって、実質的に平坦（flat）
で細長い（elongated）本体を含み、上記本体が、第１の表面（surface）および上記第１
の表面から離間されている第２の表面を含み、上記本体が、上記本体を貫通する開口部（
aperture）を画定し、上記第２の表面が、実質的に平坦であり、光学的に透明なカバーガ
ラス（coverslip）が、上記開口部を覆う（cover）ように上記第２の表面に装着（mount
）されている顕微鏡スライド（microscope slide）を提供する。すなわち、カバーガラス
は、開口部の縁部周辺に延長（extends around the edges of the aperture）し、開口部
を実質的に封止（seal）する。カバーガラスは、スライドにあらかじめ固定（preseal）
されていてもよく、またはその代わりに、標本がカバーガラスに配置（place）されてお
り、その後、試料が上記開口部内にあるようにカバーガラスが本体の第２の表面に取り付
け（attach）られてもよい。カバーガラスは、例えば、熱処理により顕微鏡スライドの本
体に接合（bond）されていてもよく、または、例えば、スライドが、前染色処理、染色処
理、後染色処理中に接触する可能性がある種々の溶媒に耐性であり得る、エポキシ樹脂接
着剤等の接着剤を使用して顕微鏡スライドの本体に接合されていてもよい。第１の表面は
、典型的には、実質的に平坦である。
【００１６】
　実質的に平坦な本体を有することにより、カバーガラスを挿入するための、顕微鏡スラ
イドに機械加工されたリセス（recess）を有する必要性がなくなる。英国特許第１，２３
５，５８７号明細書の１つの実施形態では、カバーガラスを機械加工し、顕微鏡スライド
が、顕微鏡の試料台に適切に設置されることを可能にするためにリセス内に配置する必要
がある。本発明の顕微鏡スライドは裏返し可能であるため、本体の第１の表面を、従来の
顕微鏡スライドのように顕微鏡の試料台に設置することが可能になる。
【００１７】
　標本は、典型的には、カバーガラスの表面との接触を提供している（providing contac
t with the surface of the coverslip）。標本は、典型的には、上記に規定されている
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ように、組織学的または細胞学的検査用の組織の試料である。
【００１８】
　本発明で使用される別の構成は、次のような顕微鏡スライドを使用することであり、当
該顕微鏡スライドは、第２の表面から離間されている第１の試料受容表面（sample recei
ving surface）を有する本体（body）を含み、上記試料受容表面が、希薄化（attenuated
）されているかまたは単一のウェル（single well）を画定し、上記希薄化表面または単
一のウェルが、平坦で光学的に透明な底部（base）および第２の実質的に平坦な観察表面
（viewing surface）を有する。すなわち、例えば、顕微鏡スライドは、単に、機械加工
されたかまたはスライドに成型されたウェルまたは希薄化表面を有していてもよい。した
がって、試料はウェル内に配置され、顕微鏡スライドは、底部に直接配置されている試料
に対して、スライドの観察表面および底部を通して試料が観察されるように裏返し（inve
rt）にされる。したがって、典型的には、希薄化表面または単一ウェルは、底部と接触し
ている組織学的または細胞学的検査用の組織試料を有する。スライドの観察表面は、スラ
イドの表面全体にわたって実質的に平坦であってもよく、またはその代わりに、顕微鏡の
対物レンズが凹部内に入り込み、底部を通して組織試料を観察できるように、それ自体が
凹部（depression）を含んでいてもよい。
【００１９】
　対物レンズに最も近い観察表面は、第１の表面であってもよい。
【００２０】
　典型的には、組織試料は、上記で規定されている通りである。
【００２１】
　本発明の更なる態様は、顕微鏡スライドであって、第２の表面から離間（spaced）され
ており、希薄化されているかまたは平坦で光学的に透明な底部を有する単一のウェルを画
定する第１の表面、および組織試料または細胞学的試料がそれと接触して封入（mount）
されている第２の表面を有し、上記組織試料または細胞学的試料が、上記組織試料または
細胞学的試料とカバーガラスとの間にカバーガラス封入剤層により、上記第２の表面と接
触して維持されている顕微鏡スライドを提供する。
【００２２】
　この実施形態では、画像は、ウェルを通して観察される。
【００２３】
　本発明のスライドに関連する利点の１つは、従来の顕微鏡スライドと比較して、色分散
（chromatic dispersion）が低減されるということである。従来の顕微鏡スライドでは、
光は、試料と相互作用しそして顕微鏡へと至る前に、典型的には厚さが１ｍｍのガラス底
部を通過する。この厚いガラスの底部層を通過する光は、色的に散乱し、画像の品質を低
減させる。本特許請求の発明では、このｌｍｍガラス層が、封止剤（sealant）の非常に
薄い層（典型的には、１００μｍ未満）に置換されており、光が試料に到達する前に媒体
を通過しなければならない距離を低減し、それにより色分散の度合いが低減される。
【００２４】
　典型的には、顕微鏡スライドは、明視野顕微鏡等の従来技術の非倒立光学顕微鏡での使
用を可能にする大きさである。典型的には、顕微鏡スライドは、細長で実質的に平坦であ
る。典型的な顕微鏡スライドは、７５×２５ｍｍであり、厚さが典型的には１ｍｍ～１．
２ｍｍである。
【００２５】
　光学的に透明な希薄化表面または開口部またはウェルを取り囲む顕微鏡スライドの本体
は、光学的に透明な材料、光学的に部分的に透明な材料、または光学的に不透明な材料で
作られていてもよい。したがって、スライドは、例えば、ガラス、プラスチック、または
金属で作られていてもよい。材料は、熱硬化樹脂であってもよい。光学的に透明な熱硬化
樹脂は、当技術分野で一般的に知られている。
【００２６】
　顕微鏡スライドの本体は、例えば、磁性または強磁性であってもよい。これにより、ス
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ライドを、磁性または強磁性の表面に取り付けて保管することが可能になる。磁性スライ
ドを使用すれば、スライドを顕微鏡試料台（通常は、鋼鉄製）に取り付けることが可能に
なり、通常のバネ式のスライドホルダ／クリップを顕微鏡試料台に設ける必要性がなくな
るだろう。
【００２７】
　スライドの本体を作るための金属の種類に特段の制限はない。金属は、合金または純金
属であってもよく、典型的には、鋼鉄、真鍮、アルミニウム、またはそれらの組み合わせ
から選択され、最も典型的には、金属はアルミニウムである。
【００２８】
　スライド本体をそのような材料で製造することにより、スライドをシート材料から打ち
抜くことが可能になり、それにより大量生産の容易さが向上する。更に、スライド本体を
金属で作ることにより、詳細な特徴をスライド上に恒久的に（permanently）／消えない
ように（indelibly）印刷／マークすることが可能になる。顕微鏡スライド本体の一部に
は、種々の印刷技術を使用して試料番号等の情報を印刷することができ、使用中または保
管中に剥がれ落ちたり、滲んだり、または洗い流されたりする粘着ラベルまたはガラスペ
ンの使用が回避される。典型的な印刷／標印プロセスとしては、ドットマトリックススタ
ンピングまたはレーザ彫刻、またはエッチングが挙げられる。
【００２９】
　典型的には、光学的に透明な希薄化表面または底部またはカバーガラスは、ガラスまた
はプラスチックで作られている。光学的に透明な熱硬化樹脂は、当技術分野で一般的に知
られている。典型的には、カバーガラスまたは底部は、上記で規定されている通りである
。
【００３０】
　典型的には、スライド１枚当たり、単一の希薄化表面（attenuated surface）または開
口部またはウェルが設けられている。
【００３１】
　希薄化区域（attenuated area）または単一ウェルまたは開口部は、組織学的または細
胞学的試料の適用を可能するのに十分なサイズを有しているだろう。また、様々な試料サ
イズ（例えば、生検試料からより大きな切除標本試料）を収容するように一連のサイズが
提供されていてもよい。
【００３２】
　希薄化表面、開口部、またはウェルは、正方形、矩形、丸形、楕円形、または実際には
、顕微鏡スライドの平面にあれば実質的にあらゆる形状であってもよい。
【００３３】
　標本または組織試料は、熱硬化性エポキシ樹脂または熱可塑性マニュキュア液型ポリマ
ー等の急速硬化封止剤等の封止剤を使用することにより保護および／または適所に維持さ
れていてもよい。組織試料は、必ずしも封止剤を通して照明される訳ではないため（つま
り、組織試料は、透明なカバーガラス／底部／希薄化区域を通して、または反射光を使用
することにより照明されてもよい）、非光学的透明封止剤を使用することが可能である。
組織試料が封止剤を通して照明される場合（標準的な光学顕微鏡のように）、封止剤は透
光性である必要があるだろう。封止剤は、例えば、蛍光性であってもよく、または化学発
光性であってもよい。例えば、ＵＶランプを使用することにより、封止剤を蛍光発光させ
て、組織試料を照明することが可能になる場合がある。
【００３４】
　封止剤は、典型的には、液体として、またはエアロゾルとして噴霧することによっての
いずれかでスライドに塗布される。典型的には、封止剤の塗布は、噴霧により実施される
。これにより、試料に薄膜封止剤を均等に塗布することが可能になり、したがって、透過
性が向上し、スライドを通過する光の分散が低減され、従来のスライドよりも良好な品質
の画像がもたらされる。典型的には、膜の厚さは、１００μｍ未満であろう。典型的には
、膜は、１０μｍ～１００μｍの範囲の厚さを有する。最も典型的には、膜は、２０μｍ
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～８０μｍの範囲の厚さを有するだろう。更により典型的には、膜の厚さは、約５０μｍ
である。
【００３５】
　本発明で使用される封止剤の種類には特段の制限はないが、封止剤は、粘性が低く、ス
ライド（典型的にはガラス）の窓に使用される材料と同様の屈折率を有し、速乾性で、光
学的に透明であることが好ましい。典型的には、封止剤は、ジスチレンがガラスと非常に
類似した屈折率を有するため、ジスチレンを含む。封止剤は、典型的には、封止剤のスラ
イドへの塗布を容易にするために溶媒を含み、溶媒は、後に蒸発させて、他の封止剤成分
を薄膜として残留させることができる。また、画像を歪めるレンズとして作用する場合が
あるメニスカスの形成を最小限に抑えるため、ディウェッティング剤（dewetting agent
）等の他の成分を添加して、封止剤の膜形成または光学的特性を向上させることができる
。
【００３６】
　典型的な樹脂剤の例としては、ジスチレン、可塑剤、およびキシレンを含む組成物が挙
げられる。
【００３７】
　本発明の顕微鏡スライドは、カバーガラス上に標記（indicium）を含んでもよく（カバ
ーガラスは、後に使用者がスライドの本体に取り付けるため、スライドの本体とは別に、
付着させた組織標本または細胞学的調製物を識別することが必要である）、または本体の
第２の表面またはその代わりにもしくはそれに加えて本体の第１の表面もしくはカバーガ
ラスに標記を含んでいてもよい。標記は、カバーガラス、またはカバーガラスが取り付け
られている顕微鏡スライドを、一意的にまたは非一意的に識別するために使用することが
できる。標記は、例えば、バーコードまたは他の機械可読コードであってもよい。カバー
ガラスの標記の一例は、米国特許出願公開第２００７／００９２４０８号明細書に示され
ている。あるいは、標記は、スライドまたはカバーガラスへの書き込みを容易にする粗面
区域であってもよい。
【００３８】
　顕微鏡スライドは、様々な段階において、スライドの異なる側が使用者に対向するよう
に回転（rotate）させることができるため、スライドに付着させた組織試料または細胞学
的試料が何であるかを直ちに識別可能であることを保証することが重要である。したがっ
て、標記は、典型的には、使用時の顕微鏡スライドの両面に設けられる。したがって、標
記は、カバーガラスの一方の面もしくは両方の面、および／または顕微鏡スライドの本体
の一方の表面もしくは両方の表面に提供されていてもよい。これにより、顕微鏡スライド
を裏返しにすることが可能になり、組織試料の由来／識別を両側から直ちに決定すること
が可能になる。
【００３９】
　顕微鏡スライドは、上記で考察したように、明視野等の非倒立光学顕微鏡と組み合わせ
て使用することができる。
【００４０】
　カバーガラスまたは底部は、例えばリジン（lysine）でコーティングして、良好な試料
の付着を可能にしてもよい。
【００４１】
　また、組織学的または細胞学的検査用の組織試料を調製（prepare）するための方法が
提供される。上記方法は、光学的に透明な希薄化表面またはカバーガラスまたは底部を準
備（provide）すること、上記組織試料を、上記希薄化表面またはカバーガラスまたは底
部の表面と接触させて配置（place）すること、顕微鏡スライド全体を裏返し（invert）
、それを、非倒立明視野光学顕微鏡の試料台に配置（place）することを含み、上記非倒
立明視野光学顕微鏡が、試料台、対物レンズを含み、上記試料が、上記試料台に対向（fa
ce）しており、
　（ａ）上記カバーガラスが、第１の表面および上記第１の表面から離間されている第２
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の表面を含む本体の第２の表面に装着され、上記本体が、上記本体を貫通する開口部を画
定し、上記第２の表面が実質的に平坦であり、試料が上記開口部内にあるように上記カバ
ーガラスが上記第２の表面に装着されるか、または、
　（ｂ）上記底部が、本体を含む組織学的使用のための顕微鏡スライドの試料受容表面の
一部を形成し、上記本体が、観察表面および、単一ウェルを画定する試料受容表面を含み
、上記単一ウェルが光学的に透明な底部を含むか、のいずれかである。
【００４２】
　組織は、上記で規定されている通りである。
【００４３】
　組織試料は、パラフィンワックス等のワックスに封入されていてもよく、ミクロトーム
を使用して切断した切片であってもよい。典型的には、この切片を水浴に浮遊させ、そこ
から切片をカバーガラスまたは底部に配置する。その後、組織切片を、例えばおよそ６５
℃に加熱して、切片を底部またはカバーガラスの表面に取り付けてもよい。その後、当技
術分野で一般的に知られているように、染色の前に、キシレンおよびアルコール等の溶媒
を使用してワックスを除去してもよい。
【００４４】
　あるいは、組織試料を、当技術分野で一般的に知られている技術を使用して凍結封入（
cryomount）し、スライスして切片にし、カバーガラスまたは底部に配置し、その後染色
（stain）してもよい。本発明者らは、特許請求の発明が、電気的付着に特に有用である
ことを見出した。理論に束縛されるものではないが、特許請求の発明における薄い窓また
はウェル底部は、従来のスライドガラスよりも大きな静電荷を蓄積することが可能である
と考えられる。本発明のスライドを試料に接近させると、試料がウェル内または荷電窓（
charged window）上へと跳躍（jump）するため（試料が配置されるスライドの表面に応じ
て）、これは、凍結切片を観察する場合、特に有用である。また、窓をスライド本体の特
定部分に限定することにより、窓が、スライドの特定部分に試料を一貫して誘導するため
の標的として作用することを意味する。これは、凍結切片を大型荷電スライドガラスで調
製する場合、時として問題である。
【００４５】
　本発明のなお更なる態様は、顕微鏡スライドキットであって、本体、および光学的に透
明な希薄化表面またはカバーガラスまたは薄い底部を含み、上記本体が、第１の表面およ
び上記第１の表面上の第２の表面スペーサを含み、上記本体が、上記本体を貫通する開口
部を画定し、上記第２の表面が、実質的に平坦であるキットを提供する。
【００４６】
　また、試料封止剤、染色剤、および／またはカバーガラス接着剤の１つまたは複数を更
に含むキットが提供されてもよい。典型的には、接着剤は、化学的におよび／または熱的
に耐性のある材料である。典型的には、接着剤は、ＵＶ硬化可能な樹脂である。
【００４７】
　カバーガラス封入剤の使用には、従来のカバーガラス封入剤溶液（これは、従来使用の
ように、カバーガラスで覆わずに雰囲気に晒されると、より急速に乾燥するだろう）また
はエポキシ樹脂等の急速乾燥封止剤または実際には急速乾燥透明マニキュア液で開口部を
密封すれば、書類、スライドトレイ等に粘着するとやっかいである粘着側を設けることが
回避されるという利点がある。従来通りに被覆されたスライドを保管することができるよ
うに乾燥するのに、例えば４８時間待機する必要性はない。急速乾燥硬化性エポキシ樹脂
または急速乾燥溶媒系ポリマー封止剤がそれまでにはすでに施されているため、観察した
ら直ぐに保管することができる。
【００４８】
　更に、封止剤は、ガラス底部とガラスカバーガラスとの間に挟まれている（従来の顕微
鏡スライドのように）のではなく、空気に晒されているため、気泡は形成されない。試料
画像の品質は、これによっても向上される。
【００４９】
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　ウェルを備えることにより、ウェルに試薬を配置して試薬を含有させることにより、試
薬を容易に使用することが可能になる。あるいは、スライドまたはラックに収納したスラ
イドを、組織学的または細胞学的染色試薬のポットに浸漬して、組織切片／試料または細
胞学的調製物を染色することができる。
【００５０】
　スライドは、典型的には、スライドラック（slide rack）、染色機（staining machine
）、ならびに既存の顕微鏡およびデジタル顕微鏡スキャナーと互換性がある。これにより
、新しい実験装置を準備する必要性が回避される。
【００５１】
　その結果として達成される組織試料または細胞学的試料のより高解像度の画像は、試料
の解釈に有益であろう。その結果得られた組織試料または細胞学的試料のより高解像度の
画像は、顕微鏡スライドデジタルスキャナーの使用から生成される走査デジタル画像の品
質を向上させるだろう。
【００５２】
　封止剤および希薄化区域またはウェル設計を備えることにより、自動カバーガラス機の
必要性が回避される。
【００５３】
　開口部封止剤は、試料のバックグラウンド光を改善（improve）または改変（modify）
するために、例えば、反射性、化学発光性、または化学ＵＶ発光性材料（chem-uv-lumine
scent material）を含むように更に構成されていてもよい。
【００５４】
　また、顕微鏡スライドは、光学顕微鏡の代わりにデジタル顕微鏡スライドスキャナーと
共に使用することができる。そのようなスキャナーは、顕微鏡スライドのデジタル画像を
生成する。
【００５５】
　本発明は、これから単に以下の図面を参照した発明により説明されるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】その上に組織切片が設置されている従来の顕微鏡スライドの断面図である。
【図２】中央矩形開口部／穴を有する本発明の顕微鏡スライドの上面図である。
【図３】カバーガラスによって覆われた中央矩形欠損部を有する本発明の顕微鏡スライド
の下面図である。
【図４】本発明の顕微鏡スライドの断面図である。
【図５】図４に示されている顕微鏡スライドのカバーガラスに直接配置されている組織試
料が付加されている本発明の顕微鏡スライドの断面図である。
【図６】本発明の顕微鏡スライド上での組織試料の染色を示す図である。
【図７】封止剤層が施されている本発明の顕微鏡スライドの断面図である。
【図８】本発明の顕微鏡スライドを回転させて顕微鏡から観察している図である。
【図９】光学顕微鏡で撮影された写真を示す図である。左側には、図１に示されている形
式の従来型スライドの顕微鏡で撮影された、扁桃腺のヘマトキシリン染色組織切片が示さ
れている。右側には、本発明による顕微鏡スライドを使用した、同一試料から切断した組
織切片が示されている。右側の画像の分解能がより優れている。
【図１０】本発明の別の実施形態を示す図である。
【図１１】本発明のなお更なる実施形態を示す図である。
【図１２】本発明の別の実施形態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００５７】
　図１には、従来のスライド（１０）が示されている。スライド（１０）は、その上に組
織切片（１４）が封入されている顕微鏡スライドガラス底部（１２）を含む。組織切片は
、ガラスまたはプラスチックカバーガラス（１８）をスライドに付着させるカバーガラス
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封入剤（１６）により覆われている。
【００５８】
　使用中、組織切片は、カバーガラス（１８）およびカバーガラス封入剤（１６）を通し
て顕微鏡レンズ（２０）から観察される。これは、典型的には、図９の左側に示されてい
る、ぼやけた／焦点が合っていない結果をもたらす。
【００５９】
　図２～４には、本発明の顕微鏡スライドが示されている。スライドは、底部（３０）を
含み、底部（３０）は、開口部または穴（３２）を含む。底部は、典型的には細長であり
、典型的には、正方形、円形、または細長の開口部を含む。底部は、透明であってもよく
（例えば、ガラスまたはプラスチック）、または不透明であってもよい（例えば、プラス
チックまたは金属）。開口部は、第１の側（３４）から第２の側（３６）まで底部を貫通
している限り、潜在的に任意の形状であってもよい。図２には、開口部を有するスライド
を見下ろした平面図が示されている。図３、４、および５に示されているように、開口部
（３２）を覆うカバーガラスが設けられている。カバーガラス（３８）は、開口部（３２
）の縁部を越えて延長するような大きさである。カバーガラスは、使用の前に（つまり、
製造工程の一部として）第２の表面（３６）に取り付けられていてもよく、組織試料は、
開口部を介してアクセスして「上部側（top side）」に直接取り付けられてもよい。ある
いは、カバーガラスは、スライドの本体と分離され、組織切片（４０）を載せる（pick u
p）ために使用されてもよい。組織切片（４０）は、カバーガラス（３８）と接触して提
供される。その後、カバーガラスを、好適な接着剤（例えば、溶媒耐性接着剤）を使用し
て、底部（３０）の第２の側（３６）に取り付けてもよい。
【００６０】
　図６には、その後、エオシン（eosin）、ヘマトキシリン（haematoxylin）、トルイジ
ンブルー（toluidine blue）、銀析出染色剤（silver precipitation stains）、または
ロマノフスキー染色剤（Ramanowsky stains）等の、従来の組織染色剤を使用して、組織
試料を染色してもよいことが示されている。染色剤は、例えば、ピペット（４４）から、
組織切片（４０）に滴下（４２）して、染色層（４６）を形成してもよい。あるいは、ス
ライドを、染色液体のポットに完全にまたは部分的に浸漬してもよい。染色は、例えば、
組織物質の核または他の特徴を染色するために使用してもよい。
【００６１】
　染色剤の使用は省略可能である。
【００６２】
　組織切片は、例えば、エポキシ樹脂等の封止剤（sealant）、または実際には酢酸ブチ
ルまたは酢酸エチルに溶解されたニトロセルロース等の膜形成ポリマー（つまり、「マニ
ュキュア液（nail varnish）」）を使用して、適所に保持し、保護することができる。図
７には、好適なピペットを使用して封止剤（５０）が施され、組織切片の適所密封を支援
する層（５２）が形成されている。
【００６３】
　封止剤試料台（sealant stage）は、エポキシ樹脂等の急速硬化接着剤を使用すること
、または雰囲気の開放されている溶媒系封止剤を使用して、溶媒（例えば、キシレンまた
はトルエンを急速に蒸発させ、したがって物質の急速乾燥を可能にすることのいずれかに
より急速乾燥させることができる。その後、組織切片を含む乾燥顕微鏡スライドは、顕微
鏡に配置する前に裏返しにされる。図８には、レンズ（５４）からカバーガラス（３８）
を通して観察される組織切片（４０）を有する顕微鏡スライドの典型的な構成が示されて
いる。図８と図１との差異、すなわち、図１では組織切片はカバーガラス封入剤およびカ
バーガラスを通して観察されるが、図８では組織切片はカバーガラスのみを通して観察さ
れることに留意されたい。
【００６４】
　図９は、右側に、本発明の顕微鏡スライドを使用して得られた、カバーガラスのみを通
して（図８のように）観察された組織の画像を示し、左側に、従来の（従来技術の）構成
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いる。
【００６５】
　図１０には、ウェル（６６）が、ガラススライドまたはプラスチックスライドの成型ま
たはエッチングにより形成される別の実施形態が示されている。ガラススライドまたはプ
ラスチックスライドは、カバーガラスを含んでいない。その代わりに、スライド（６０）
は、単一のウェル（６６）を含むように成型またはエッチングされた第１の表面（６４）
、および透過して試料を観察することができる第２の表面（６２）を含む。試料は、本発
明の他の実施形態に関して上述したようにウェルに配置されていてもよい。つまり、試料
は、第１の表面（６４）で形成されたウェルの底部に接して配置される。
【００６６】
　本発明の更なる実施形態が、図１１に示されており、「６６」の各面がウェルを形成す
る。
【００６７】
　図１２には、スライド（７０）の本体が示されており、本体は、ウェル（７４）を画定
する第１の表面（７２）を含む。本体は、組織試料または細胞学的試料（７８）の試料と
接触している第２の実質的に平坦な表面（７６）を含む。これは、当技術分野で知られて
いるカバーガラス封入剤（８０）およびカバーガラス（８２）により適所に維持される。
【００６８】
　試料は、ウェル（７４）の平坦で光学的に透明な底部を通して観察される（８４）。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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